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音楽教育における諸問題について一考察

伊志嶺 朝 次

1.音楽教育に関する理解

音楽教育に関して今日の (筆者が理解し得た)研究成果 (音楽学､音楽

心理学､音楽療法､脳性理学など)を踏まえてあらためて考えてみる時､伝

統的な芸術論や美学論では音楽の諸相のなかの大切な部分が抜け落ちる感じ

がする｡それらの哲学論議は､音楽を単に美の対象としてのみ捉えることに

よって､現実の生活における子供たちの音楽との関わりを見落としてしまっ

ている｡子供たちが音楽の授業で体験しているレベルの音楽が､果たして美

の対象として子供たちに意識されているのだろうか｡専門教育のレベルでは

当然その意識も認識もあるだろうが､小学校､中学校のレベルではうまく成

功しても､音楽を快いものとして体験するぐらいが実情に近いだろうと思う｡

それとも美的､情操教育の結果､義務教育9年間の課程を終えた子供たちは､

豊かな情操や美的感性を育備えており､それに基づいて彼らの現実生活の中

にあるおびただしい音楽の中から､彼らの情操や感性に見合った音楽の選択

をしていると信ずべき根拠をわれわれはもっているのだろうか｡

人間が過度のストレスやフラストレイシオンに曝されると情操も美的感性

も機能しにくくなるだろう｡今の子供たちはかつてなかった程の競争社会に

住んでいる｡彼らの圧倒的多数のものは音楽を療法的に聞いていることが現

実である｡われわれはこの事実をよく知っている｡その理由は彼らがしばし

ば一時的に異常状態 (高いストレス状態)に置かれるためだと考えられる｡

本稿の筆者は､音楽教育は根本的には子供たちがよりよく生きることを授け

るという立場を取るべきだと考えている｡ここで断っておくべきことは､音

楽療法的な立場といえども､音楽美を除外して考えるものではないというこ

とである｡この点については､別の稿でも引用の形で触れておいた｡そうで

はなく､芸術論的あるいは美学的な音楽教育論で除外されている音楽の別の
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側面 (これに関しては別に項を設ける)を､音楽の属性としてそのまま生か

すべきだという主張である｡

芸術論ないしは美学的な立場に対して､音楽療法的な立場は音楽というも

のを次のように考え捉える｡<音楽の魔力> の著者､山松質文は次のよう

に述べている｡｢音楽教育の重要性は､それが､人を作る重用な栄養剤とな

るからである｡人がもし､幸福をこいねがうならば､人格の基底をなす感情

(生活)を大切にしなくてはならない｡その感情生活を豊かにするために音

楽ほど直接的なものは他にはないのである｡アメリカの音楽教育者であるJ.

L.マ-セルは､ ｢人間が安定した感情を持ち､幸福な生活ができるように

なるには､･･･子供の時から､'知的経験に匹敵するだけの感情経験の機会

を与えることである｡そして､この感情経験の機会を､最も多く提供するも

のが音楽であると､･･･確信する云々｡｣さらに山松は数学者､岡潔の

｢情操が頭を育てる｣という一節を引用した後､ ｢このような､人格と知的

活動の基盤をなす情操を育てるのに､音楽が有効であるとするのが､私の主

張である｡｣とっけ加えている｡ (59-60)山松､マーセルいずれの場合も､

｢人間が幸福に生きるため｣という観点に立っていることに注意したい｡ま

た､<右脳と左脳>の著者､角田忠信は ｢音楽が直観や創造力を育てること

に深く関係している｣と言う意味のことを述べている｡(P13-14)

以上記したとおり､音楽の価値が､美的価値の他､結局は知能を刺激しま

た直感や創造力を育てることなどと関係しているとすれば､それらの側面を

音楽教育から除外する理由は全くないではないか｡｢音楽が知能の発達を刺

激し､かつ直感力や創造力を育てる｣と言った方が､まだ力強く､むしろ芸

術論的な音楽教育論の方は音楽教育フリル論と結びつけられやすく､また本

稿の著者には弱々しく感じられる｡

2.音楽の効果

次は筆者が音楽の効果として体験的に知っている項目をランダムに揚げて

みた｡表現の便宜上英単語で表示することとする｡

POSITIVESIDE
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1.movlng,touching

2.joy

3.exaltation

4.dignity

5.pleasnatness,delightful1

6.hapiness,enjoyment

7.intimacy,closeness

8.gentleness,soothing

9.sincerity

10.Cradling

ll.encouraglng,enabling

12.enrichment,slgnification

13.reluxation

14.liberation

15.balanclng,reCOVerlng

16.exitation

17.tranquilization

18.consolation

19.unification

20.amplification,augumentation

感動､美的感動

歓喜

気分の高揚

気品､尊厳

楽しさ､快さ

幸せな気分､嬉しい気分

親密な感じ､身近な感じ

優しさ､愛撫される心地よさ

偽りのない､裏切られない気持ち

母のひざで揺られる心地よさ

やる気を回復する

豊かな気分

緊張の弛緩

解放感

乱れの調整

気分を盛り上げる

気分の鎮静

慰め､慰安､心の傷を癒す

一致､連帯感

気分の増幅,倍加

NAGATIVESIDE

1.intoxication 陶酔､現実からの逃避

2.indulgence 耽溺､習慣性､麻薬性

以上は､筆者が音楽の種類によって､その音楽によって内的に惹き起こさ

れる気分として､意識されるものの項目を任意に列記してみたものである｡

美的感動の他に､どれだけ音楽の恩恵に預っているか､計り知れないものが

ある｡音楽が､人間が生きるということを如何にサポートするかがわかる｡

ある人は､音楽の療法的な面をさして ｢漢方薬のようだ｣と表現したが､葦
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